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「
峰
山
線
全
通
」
映
画
復
元

「
峰
山
線
全
通
」
映
画
復
元

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
三
月
七
日
に
起
き
た
北

丹
後
地
震
は
峰
山
地
震
と
も
よ
ば
れ
、
特
に
旧
峰
山

町
の
市
街
地
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
峯
山
藩
京
極
家
の
藩
政
で
街
づ
く
り
が

行
わ
れ
、
町
中
で
織
り
出
さ
れ
た
丹
後
縮
緬
の
財
力

に
支
え
ら
れ
、
明
治
大
正
を
通
し
て
繁
栄
し
た
丹
後

の
中
心
街
は
昭
和
の
幕
開
け
と
共
に
一
瞬
に
し
て
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

震
災
を
伝
え
る
資
料
で
は
、
多
く
の
悲
惨
な
罹
災

写
真
と
倒
壊
し
た
建
物
や
イ
ン
フ
ラ
の
記
録
、
各
町

ご
と
の
死
傷
者
の
数
な
ど
、
地
震
の
恐
怖
ば
か
り
が

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
震
災
前
の
町
が
い
か
な
る

町
だ
っ
た
の
か
、
ど
ん
な
歴
史
文
化
を
有
し
て
い
た

の
か
は
あ
ま
り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
失
わ
れ
る
直
前
の
街
の
様
子
が
克
明
に
遺
さ

れ
て
い
る
の
が
『
中
郡
一
班
峰
山
案
内
』
で
あ
り
、

街
並
み
と
祭
礼
の
様
子
が
収
め
ら
れ
た
記
録
映
画

「
峰
山
線
全
通
」
で
す
。

　

こ
の
度
峰
山
伝
統
芸
能
振
興
会
設
立
五
十
周
年
事

業
で
「
峰
山
線
全
通
」
映
画
が
デ
ジ
タ
ル
復
元
さ
れ
、

上
映
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
栄
え
た
街
並
み
と
縮
緬
商
家
が
軒
を

揃
え
る
狭
い
本
通
り
を
屋
台
が
巡
行
し
、
ひ
し
め
く

人
の
熱
気
が
直
に
伝
わ
っ
て
く
る
映
画
で
す
。
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「
甘
酒
」の
接
待
は
中
止
し
ま
す
。

大
晦
日
よ
り
終
夜
参
拝

三
ヶ
日　

御
神
酒　

授
与

正
月
縁
起
物
多
数

一
月
十
四
日（
土
）
午
前
七
時
〜　

焼
納
祭（
ど
ん
ど
焼
）

令
和
五
年

祭
行
事
の
ご
案
内

四
月
九
・
十
日（
日
･
月
）

春
季
大
祭
吉
例『
宝
籤
』開
催
予
定

  

初
詣
に
お
参
り
の
方
へ

疫
病
蔓
延
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

必
ず
マス
ク
の
着
用
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

参
拝
の
折
な
ど
列
に
お
並
び
の
際
は

十
分
に
間
隔
を
取
って
下
さ
い
。

三
ヶ
日
に
か
か
わ
ら
ず
、日
を
ず
ら
し
て
の

ご
参
拝
を
お
勧
め
致
し
ま
す
。

奉
納
御
礼

十
月
七
日

高
張
提
灯
一
対
（
大
鳥
居
前
）

小
嶋
庵

殿

昨
年
網
野
町
浅
茂
川
に
移
住
開
業
さ
れ
た
提
灯
製
作
業
の
小
嶋
庵
さ
ん
よ
り

ご
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



大
正
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画

大
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画

　

震
災
前
大
正
時
代
の
峰
山
町
は
南
北

約
千
メ
ー
ト
ル
の
本
通
り
の
両
側
に
丹

後
縮
緬
に
携
わ
る
商
家
が
び
っ
し
り
と

軒
を
連
ね
る
小
都
市
で
し
た
。
こ
の
小

さ
な
町
に
十
余
の
字
町
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
山
屋
台
、
芸
屋
台
、
吹
貫
を
保

有
し
総
勢
三
十
基
余
り
の
山
車
屋
台
と

い
う
、
本
邦
で
も
他
に
例
が
な
い
ほ
ど

の
規
模
で
し
た
。

　

街
並
み
や
山
車
屋
台
の
写
真
が
幾
ば

く
か
遺
さ
れ
て
い
て
、
当
時
の
様
子
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、

「
峰
山
線
全
通
」
映
画
で
は
動
画
で
克

明
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

大
正
十
四
年
十
一
月
三
日
に
国
鉄
峰

山
線
が
開
通
し
峰
山
駅
に
最
初
の
汽
車

が
到
着
し
て
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
映
画
に
は
盛
大
な
記
念
式
典
と
余

興
で
艶
や
か
に
披
露
さ
れ
た
琴
平
新
地

の
芸
妓
衆
、
十
月
の
祭
礼
日
程
を
変
更

し
て
翌
四
日
に
行
わ
れ
た
神
輿
渡
御
祭

の
様
子
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

 

映
画
復
元
ま
で
の
い
き
さ
つ

映
画
復
元
ま
で
の
い
き
さ
つ

　

昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
峰
山

町
教
育
長
河
田
秀
夫
氏
が
大
正
十
四
年

に
製
作
さ
れ
た
映
像
フ
イ
ル
ム
を
公
民

館
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
国
鉄

の
分
割
民
営
化
が
二
年
後
に
迫
り
、
宮

津
線
は
廃
線
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
下
戸
明
夫
氏
（
峰
山
中
学
校

教
諭
を
経
て
町
立
図
書
館
長
な
ど
）
は

貴
重
な
映
画
の
上
映
会
を
計
画
し
、
宮

津
線
存
続
運
動
の
気
運
を
高
め
る
に
大

い
に
役
立
て
ま
し
た
。
こ
の
際
原
盤
の

三
五
ミ
リ
か
ら
一
六
ミ
リ
フ
イ
ル
ム
に

再
生
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
こ
の
映
画
が
上
映
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
フ
イ
ル
ム
の
存
在
も
忘
れ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年

（
二
〇
一
一
）
の
当
社
二
百
年
祭
の
折
、

宮
司
が
記
念
誌
編
纂
の
た
め
の
資
料
収

集
を
し
て
い
る
中
で
発
見
し
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
フ
イ
ル
ム
で
上
映
は
不
可

能
と
の
理
解
で
、
下
戸
氏
が
残
さ
れ
た

　

今
年
も
疫
病
禍
が
続
く
中
、
九
月
十

七
日
（
土
）
本
殿
で
の
「
こ
ま
ね
こ
祭
」

で
疫
病
終
息
を
祈
願
し
た
の
を
皮
切
り

に
日
程
を
分
散
す
る
な
ど
感
染
対
策
を

施
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市

こ
ん
ぴ
ら
手
づ
く
り
市
は
九
月
十
八

日
（
日
）
に
開
催
し
、
池
田
修
造
氏
の

「
猫
の
目
」
展

「
猫
の
目
」
展
、
ね
こ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面
ペ
イ
ン
ト

陶
器
ね
こ
・
ね
こ
面
ペ
イ
ン
ト
、
丹丹

後
縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示

縮
緬
つ
る
し
飾
り
展
示
の
企
画
、
千

田
雅
彦
氏
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
展

ダ
ン
ボ
ー
ル
ア
ー
ト
展
、

京
都
産
業
大
学
若
狭
ゼ
ミ
生
が
峰
山
て

峰
山
て

く
て
く
お
散
歩
動
画
の
上
映
会

く
て
く
お
散
歩
動
画
の
上
映
会
を
、
京

都
府
立
大
地
域
創
生
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習

生
が
ち
り
め
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ち
り
め
ん
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
開
催
、
十
月
十
六
日
の
手
づ
く
り
市

に
は
、
ね
こ
会
議
が
保
護
ね
こ
譲
渡
会

保
護
ね
こ
譲
渡
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

大
丹
後
ネ
コ
派
て
ん

大
丹
後
ネ
コ
派
て
ん

　

十
月
十
七
日
か
ら
十
九
日
の
三
日
間
、

白
銀
の
田
中
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
、

二
十
名
に
の
ぼ
る
出
品
者
が
ネ
コ
に
因

ん
だ
ア
ー
ト
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク

　

十
月
二
十
三
日
（
日
）
羽
衣
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
て
く
て
く
わ
が
ま
ち
再
発
見
」

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
ゃ
ウ
ン

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
ゃ
ウ
ン 

Ｖ
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５
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こ
ま
ね
こ
ウ
ォ
ー
ク
と
同
日
に
開
催

し
、
ウ
ォ
ー
ク
に
参
加
し
て
取
材
し
た

「
常
立
寺
」
「
金
峰
神
社
」
「
峰
山
一
区
」

の
記
事
を
編
集
し
て
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア

に
新
た
な
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
生
も
大
活
躍

大
学
生
も
大
活
躍

　

今
年
は
京
産
大
、
府
立
大
に
加
え
福

知
山
公
立
大
生
が
各
行
事
に
参
加
し
、

京
産
大
生
は
事
前
に
峰
山
に
入
っ
て
動

画
撮
影
や
今
年
の
ポ
ス
タ
ー
製

作
に
参
加
す
る
な
ど
し
、
福
知

山
公
立
大
小
山
ゼ
ミ
生
は
こ
ま

ね
こ
ウ
ォ
ー
ク
の
各
所
で
担
当

を
分
け
て
ガ
イ
ド
を
務
め
る
な

ど
大
活
躍
で
し
た
。
地
域
住
民

と
の
交
流
は
も
と
よ
り
行
事
の

賑
わ
い
に
も
寄
与
し
、
過
疎
地

域
の
課
題
や
地
域
お
こ
し
の
取

り
組
み
に
も
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
公
開
し
、
映
像
化
の

叶
う
日
が
願
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
公
開
の
記
事
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
、
こ
れ
を
見
て
デ
ジ
タ
ル
映
像
の
製

作
を
申
し
出
て
下
さ
っ
た
の
が
、
京
都

市
上
京
区
の
㈱
吉
岡
映
像
さ
ん
で
す
。

㈱
吉
岡
映
像
は
古
く
傷
ん
だ
フ
イ
ル
ム

を
修
復
し
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
再
生
す
る

と
い
う
屈
指
の
技
術
を
持
つ
会
社
で
、

し
か
も
吉
岡
社
長
は
丹
後
町
出
身
の
峰

山
高
校
卒
業
生
と
い
う
ご
縁
、
新
聞
記

事
を
見
た
吉
岡
社
長
が
奉
仕
で
映
像
再

生
を
申
し
出
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
承
け
て
峰
山
伝
統
芸
能
振
興

会
が
令
和
五
年
に
迎
え
る
五
十
周
年
事

業
に
採
用
し
製
作
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
は
か
ら
ず
も
芸
能
振
興

会
の
巽
昭
（
現
会
長
）・
中
村
雅
両
副
会

長
は
吉
岡
社
長
と
峰
高
同
級
生
で
、
ク

ラ
ス
も
同
窓
の
中
村
副
会
長
が
担
当
し

て
制
作
事
業
に
邁
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
病

に
急
逝
さ
れ
、
惜
し
く
も
完
成
し
た
映

画
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

本
年
遂
に
完
成
し
九
月
二
十
五
日
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
上
映
会
開
催
の
晴
れ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
の
共
催
で
「
峯
山
藩
立
藩
四
〇
〇
年

京
極
家
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く
」
を
テ
ー

マ
に
総
勢
四
十
名
が
参
加
し
、
当
社
で

は
佐
々
木
神
社
や
本
殿
内
庭
の
青
銅
灯

籠
、
社
殿
の
棟
札
な
ど
を
見
学
、
京
極

家
菩
提
寺
の
常
立
寺
に
あ
る
御
廟
所
や

権
現
山
ゆ
か
り
の
金
峰
神
社
を
訪
ね
、

ガ
イ
ド
か
ら
詳
し
い
説
明
を
受
け
て
本

年
四
百
年
を
迎
え
た
峯
山
藩
京
極
家
の

歴
史
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り

こ
ま
ね
こ
ま
つ
り 
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大丹後ネコ派てん 準備作業

本殿内庭の灯籠を見学
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吉原の太刀振り御旅の三輪山
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最初の汽車が到着
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